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問１
ｃ　文化の「対比」が、生き方、考え方にちがいを生じさせた、という文脈。

問２
Ⅰ　森に対する態度を並べて、付け加えている。
Ⅱ　③段落から⑤段落の内容をまとめて、指し示している。
問３
｢都市文化」は「自然を資源の供給源としてその外におくことで成立する」ものとある。科学を客観化するものとするなら、自然と一体ではない都市文化といえるのである。

問４
空欄の直前に「トータルに」とあるので、同じような意味を表す「一体」に着目する。「地球はもはや……森とその森に支えられて生活する人とを一体のものとしてのせている、……一つの村」とあり、地球を都市と資源の供給源である自然に分断するのではなく一つの資源としてとらえようという文脈をつかむ。

問５
｢自然文化｣は「自然の中に一体的に暮らす」とある。ほかの選択肢は人が自然と距離をとっている例である。

問６
④段落に「森が身近にあるうちはあえて切り刻み数字化するような科学的調査を行う必要はなかった」とあり、数字化が可能なことが読みとれる。

問７
⑤段落で、「しかし、それには疑問がある。」と述べ、反論の検討をして、「転」になっていることをつかむ。

